患者本位ではないPAD治療の実態調査
施設名：　　　　　　　　　　　　診療科：　　　　　　　　　　　　医師名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
質問：他院・他科で施行された患者本位ではない下肢血行再建（血管内治療(EVT)または外科手術）が
なされたと思われる症例の診療経験（過去5年程度）がありますか？
　　　
Yes：　　　        例，No　　　
Yesの場合には，症例毎に以下の質問にお答え下さい．Noと回答されたらここでアンケートは終了です．
なお、回答する際は該当する選択肢を赤字・ボールド（太字）に変換してください．
※症例毎に1枚ご記入下さい．また、貴施設での該当症例を一括してメールで回答してください．
※両側の場合には，より重篤な転帰に至った患肢につきご記入下さい．
※「無症候性」あるいは「無症状」症例の定義は，「患者本人が主訴として跛行を訴えてはいなかった」
あるいは「患者本人が跛行を生活上支障となると考えていなかった」症例といたします．
1. 患者本位でなかった理由　（複数選択可）
① 無症状であったにもかかわらず治療，
② 施術理由の説明内容が不適切，
③ 治療後症状が悪化したのにもかかわらず二次病院への紹介がない，
4 EVT適応の誤り：a)虚血の主たる原因でない部位の治療，b)ランオフベッセルがない，            c)ステントの本数が多い（　　本），d)病変長が長い（　　cm），e)ノンステントゾーンにステント留置（総大腿動脈、膝窩動脈、下腿動脈など）
5 外科手術適応の誤り：a)虚血の主たる原因でない部位の治療，b)ランオフベッセルがない，        c)グラフト選択の誤り，d) 不適当な吻合部位，e)その他（　　　　　　　　　　　）
6 非PAD病変で適応がない：a)バージャー病，b)エントラップメント症候群，c)Blue toe症候群，     d)外膜嚢腫，e)膝窩動脈瘤閉塞にEVT，f)その他（　　　　　　　　　　　　）
2. 患者年齢：　　歳台，　　性別：男性，女性
3. 病変の存在部位
① 大動脈，　② 腸骨動脈，　③ 総大腿動脈，　④ 浅大腿動脈，　⑤ 膝窩動脈，　⑥ 下腿動脈以下
4. 初期治療（手術またはインターベンション）の種類
1 EVT (POBAのみ)，② EVT (ステント留置：本数　　本)，③ TEA（血栓内膜摘除術），  
④ bypass (人工血管)， ⑤ bypass (自家静脈)，⑥ その他（　　　　　　　　　　　　　　　）
5. 初期治療前のPerformance Status (PS)：Grade   0   1   2   3   4
※Performance Status
	grade
	performance status

	0
	無症状で社会活動ができ，制限をうけることなく，発病前と同等にふるまえる．

	1
	軽度の症状があり，肉体労働は制限を受けるが，歩行，軽労働や座業はできる，例えば軽い家事，事務など．

	2
	歩行や身の回りのことはできるが，時に少し介助がいることもある．軽労働はできないが，日中の50%以上は起居している．

	3
	身の回りにある程度のことはできるが，しばしば介助がいり，日中の50%以上は就床している．

	4
	身の回りのこともできず，常に介助がいり，終日就床を必要としている．


6. 最初に上記の血行再建（EVTまたは外科手術）（初期治療）を行った
病院名（必須ではありません）　　　　　　　　　　　　　，診療科名　　　　　　　　　　　　　　科　　　
7. 初期治療を受けることになったきっかけや理由
① 健診異常，② 心臓カテーテル検査などの際に偶然下肢病変が発見された，③ 対側下肢治療の際に偶然発見された，④ 下肢の症状（詳細を以下8にご記入下さい）
8. 初期治療前の下肢症状
1 無症状，② しびれ感，③ 冷え症，④ 間歇性跛行，⑤ 安静時痛，⑥ 潰瘍形成，               
⑦その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
9. 初期治療主治医から説明された施術理由；患者からの聞き取りによる（複数選択可）
①「治療によりQOLが改善する」，　②「リハビリや歩行訓練のために治療が必要である」，　
③「下肢の治療が生命予後の改善につながる」，　④「治療を行わないと症状が悪化し歩行困難
又は車椅子の生活となる」，　⑤「治療を行わないと下肢切断または重症下肢虚血(CLI)になる」，　
⑥その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　），⑦不明（患者自身が理解していない）
10. 二次治療病院（回答者の病院）を受診した際の該当下肢症状
① 無症状，② しびれ感，③ 冷え症，④ 間歇性跛行，⑤ 安静時痛，⑥ 潰瘍形成，               
⑦ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
11. 初期治療術後から悪化するまでの期間　　
1 3ヶ月以内，　② 3ヶ月から1年以内，　③ 1年以上，　④ 症状悪化なし
12. 二次治療病院（回答者の病院）への受診経緯　
① 患者本人が探して受診，② 前医（初期治療医）の紹介，③ 前医とは別の病院からの紹介，④ 大動脈・心疾患など他部位の血管疾患で受診，⑤ 二次治療病院（回答者の病院）内の他科からの紹介
13. 二次治療病院（回答者の病院）で行った2次・サルベージ手術あるいはインターベンションの種類     （複数選択可）
① EVT (POBA, stent留置など)，② 外科手術(TEA, bypassなど)，③ 切断，④ 保存的治療
14. 最終転帰
① 虚血症状消失，② 安静時痛持続，③ 小切断（趾切断，リスフラン切断など），④ 大切断（下腿切断，大腿切断など），⑤ 死亡：a）関連死，b) 他因死，⑥ その他 (　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
15. その他,ご意見・追加コメントなどございましたらご記入下さい．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
